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Operations Research for Political Science

政策科学におけるOR的手法の展開

　本年度は、現実に密接に関係する課題として「最大電力需給の解析」、そして、基礎的な方法論として、「弱実行不能半正定値計画問
題の構造」について研究を進めた。最大電力需給の解析については、２０１２年度内閣府需給検討委員会で公開された、２００９年から２０
１１年の３年間の９電力会社の夏季１時間毎の電力需給量の時系列データを気温をはじめとする諸条件で説明することを試みた。そし
て、各年ごとに、夏季平日晴天時の(一日の)最大電力需給量が（その日の明け方の最低電力需給量）、（その日の最低気温）、（その日
の最高気温と最低気温の差）の３つを説明変数とする簡単な線形回帰モデルで説明できることを見出した。この結果により、気候条件や
経済の影響を除いて年ごとの電力需給の構造を比較することが可能となった。解析の結果、震災を契機として、電力需給の構造が2009
年、2010年と2011年でははっきりと変化し、2011年の夏にはそれまでと比較して、東京電力管内で10%強、関西電力管内で5%強の電力
需要の減少が起こったことが明らかとなった。また、中部電力管内においては、自動車関連産業が電力需給の動向に大きく影響を与える
ことが示唆された。弱実行不能半正定値計画問題の構造の解析においては、問題の実行可能領域の無限方向錐の階層的分解が解析
のカギとなることを見出し、この分解を用いて、弱実行可能半正定値計画問題が共通に有する構造を明らかにした。さらに、この分解を用
い、与えられた半正定値計画問題が強実行可能、弱実行可能、弱実行不能、強実行不能のいずれであるかを示すアルゴリズムを提案し
た。また、確率計画法について、電力供給や農業分野への適用を念頭に、基礎的な事項のサーベイを行った。

本研究は、政策科学への展開を意識して戦略的にORの研究を進める事を目的とし、２つの側面からなる。一つ目は、最適化やシミュ

レーション、統計科学等の数理的方法論の展開、そして二つ目はその実際問題への適用である。両者は学問としてのORの両輪である。
方法論としては、錐線形計画法と確率計画法について研究し、錐線形計画に基づいて現在の確率計画法を拡張することを目指す。錐
線形計画問題は、線形計画問題における第1象限をあるクラスの凸錐に置き換えて拡張した数理計画問題で、２１世紀の線形計画問題
ともいわれる重要な問題である。本研究では、大規模で悪条件な錐最適化問題を解くためのアルゴリズムと錐線形計画によるモデリング
の技法について研究する。さらに、これに結び付けて、リスク管理の上で重要な、確率計画法のためのモデリングと解法の研究を行う。確
率計画法は、さまざまなシナリオを想定した上で平均的、あるいはミニマクスの意味で最適な解を求める最適化手法である。これに、錐線
形計画を活用することは興味深い研究テーマである。現実の問題については、
１．福島第一原発の事故以来問題となっている電力需給およびネットワーク制御の問題
２．医療・介護に関するスタッフスケジューリング
３．老朽化した施設の最適補修計画
４．その他、OR的手法が有効に活用できる政策科学上の問題

を取り上げ、上記の確率計画法、錐線形計画法を中心とする最適化、シミュレーション、時系列解析等、OR的手法を活用して政策立
案、政策提言に活用することを目的として研究を進める。
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